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会長報告 高井 一博 会長②
本日はゲストに語学指導助手として遠軽町に着

任されて４年目のニコルソン･クリスティー･リー
さん①、そして、町教育委員会総務課主幹 細川
伸之様をお迎えしています。卓話をよろしくお願
いいたします。

さて、去る9月3日、4日とクラブ行事が続き、
出席頂きました会員の皆様大変お疲れ様でした。

3日は3年ぶりに開催された花火大会へ、家庭
学校の生徒の皆さん並びに職員さんとそのご家族
をご招待いたしました。

木村社会奉仕委員長を中心に招待準備と当日の
送迎対応等大変有難うございました。多くの会員
も生徒さんを出迎えて頂き有難うございました。

当日は綺麗な花火が遠軽の夜空を彩り家庭学校
の生徒さんはもとより、多くの町民の方々も喜ん
でいた事でしょう。この日に向け早くから準備さ
れておりました、遠軽青年会議所の年々引き継が
れている漲るパワーに只々頭が下がります。感謝
の念に堪えません。

翌4日は第43回当クラブ旗争奪中学校野球大会
新人戦の決勝戦を、遠軽地区防犯協会様、軟式野
球連盟遠軽支部様、そして当番校である遠軽中学
校生徒さんのご支援ご協力のもと開催されまし
た。前島青少年奉仕委員長をはじめ、委員会には
準備方大変有難うございました。感染防止の観点
より開会式は割愛し、初日3日は6校4チームによ
る予選2試合を開催。4日は決勝戦に相応しい白
熱した試合運びに好プレーも生まれ、いい試合を
見せて頂きました。結果は3-1で遠軽中学校が前
回大会に続き優勝となりました。(優勝旗授与③)

両チーム共に中学生球児としてのキビキビとし
たプレーに私も観ていて気持ちのいいものでし
た。両チームに拍手です。

この2つの事業は、今後もクラブとして継続し
ていきたいものです。

幹事報告 乾 淳 幹事
１．本日、例会前開催の臨時理事会報告：地区ガ

バナー事務所より依頼の青森県大雨災害に伴う
支援金20,000円を支出決定。

２．今月のロータリーレート：1ドル＝139円。
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9月
15日㈭

18:00～

委員会報告
◇木村 一則 社会奉仕委員長
・花火大会では皆さんにお世話になりました。生
徒たちも素晴らしい花火に感激していました。
・秋の全国交通安全運動に係わる街頭啓発を実施
しますので、多くの会員の参加をお願いします。
日時･場所：9月21日㈬10時より遠軽署前と国道
◇渡邊 博行 会員（遠軽商工会議所会頭）

先月、メトロプラザのこけら落としが行われ、
無事開館できました。全国大会出場を決めた遠軽
高校吹奏楽局の素晴らしい演奏などで花を添えて
いただきました。

今月10日には開館記念講演会として櫻井よし
子様の講演会を予定しています。過去にお願いを
したこともありますが多忙を理由にお断りされま
した。今回は縁を繋いでくれた方があり、急遽、
来遠が決まったわけです。600席満席にしてお迎
えしたいと思いますので、ぜひご出席下さい。遠
軽で桜井よし子様の生の声を聴くチャンスは今回
しかありません。このチャンスをお見逃しなく。

【名前等後の○数字は写真とその中の番号】

第３０４０回例会記録

★開 会 点 鐘：高井 一博 会長
★国 歌：－
★Ｒ ソ ン グ ：我等の生業
★四つのテスト：－

日時：2022年９月８日(木)12:30～
会場：ホテルサンシャイン２Ｆ
司会：石井 朋子 ＳＡＡ

9月
22日㈭

12:30～

夜 間 例 会

会 員 卓 話
メディア委員会

加藤 幸徳 君
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9月 1日 41 39 30 2 82.1%
9月 8日 41 39 27 69.2%
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【事務局】〒099-0415 北海道紋別郡遠軽町岩見通南1丁目 遠軽商工会議所内
Tel 0158-42-5201 Fax 42-5134 E-mail：info@engaru-rc.com

【例会場/日】北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目 ホテルサンシャイン Tel 0158-
42-1151 毎週木曜日12:30～13:30 ＊第3木曜日は夜間例会 18:00～(19:00)
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ニコニコＢＯＸ 大西 孝拡 親睦活動委員
成田弘明君 誕生日 5,000円
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本日のプログラム ゲスト卓話
ゲスト紹介 成田 弘明 国際奉仕委員長

遠軽町に来て、ふと…思ったこと
遠軽町教育委員会 ALT(語学指導助手)
ニコルソン・クリスティー・リー 様①

2019年にALTとして来日し、現在4年目になっ
ています。子供たちに英語を教えていますが、
語学だけではなく日本以外の文化を伝えたいと
思っています。多様な文化の素晴らしい点を子
供たちに伝えることに興味を持っています。

かつて日本人のえつ子さんという方がニュー
ジーランドの自宅に留学生としてホームステイ
されたことがあります。えつ子さんは海外の文
化の魅力を教えてくれました。その影響を受け
て日本語の勉強を始めたのです。留学も経験し
ました。子供たちに海外のすばらしさを伝える
と同時に、日本の素晴らしさもわかってほしい
と思います。

ニュージーランドではクリスマスとお正月は
ちょうど夏休みで、年度替わりの時期でもあり
期間は2カ月間あります。北海道では1カ月もな
いので短く感じます。夏は湿度が低く冬はそれ
ほど雪は降りません。

遠軽は雪が多く、冬のスポーツができるので
嬉しく思います。ニュジーランド人はアウトド
ア好きです。といいますか、アドレナリンジャ
ンキーといった方がいいかもしれません。

アドレナリンジャンキーとは、わざわざ危な
いことをして楽しむ人のことです。バンジージ
ャンプとかジェットボードなどです。

遠軽にはジップラインがありますがもう一つ
作るとしたらゾービングをお勧めします。⑨

大きな球に入って坂を転げ落ちるアトラクシ
ョンです。ニュジーランドには危険な動物がい
ないので、わざわざ危険な状況を作りたがる傾
向があるのかもしれません。

ニュージーランドで動物というと羊が一番に
思い浮かぶと思います。人口の10倍いて、両親
も羊を飼っています。草刈りのためです。ほ
か、キウイやカカポ、ウェカ、黄色い目のペン
ギンなど飛べない鳥たちもいます。危険な動物
がいないので飛べなくても安全でした。

しかし、植民地時代になり大勢の人々と共に
危険な動物も入ってきてしまいました。オース
トラリアにいたポッサム（フクロギツネ）など
です。これらによって動物の分布に影響を受け
ました。

須藤順一
出席委員長

ニュジーランド人は裸足を好みます。白滝の
イベントには裸足で参加しました。どこでも裸
足の人が沢山います。

ニュジーランド人のおかしいところをもう一
つ。果物を丸かじるすることです。キウイも皮
ごと食べます。学校は小中高とすべてお弁当で
すがナイフなど危険なものは持っていけない
し、果物を切ってしまうと汁が垂れるので、そ
れで丸ごと噛りつくのです。お弁当は雨天時以
外は外でたべます。理由は特にわかりません
が、風を感じ太陽の光を浴びて食べるのもとて
も気持ちが良いものです。裸足と果物丸かじり
はニュージーランドをとても恋しくさせます。

もう１つ恋しくさせるものは、文化の多様性
です。ヨーロッパ系70.2％、マウリ16.5％太平
洋諸島系8.1％アジア系15.1％その他1.2％とな
っていて多様なので外国人が目立ちません。

遠軽には外国人があまりいないので目立っ
て、すぐにわかります。外国人には普通の日本
語で話してみてください。通じなかったら子供
に話すように話してみる。それでもだめならパ
ニックにならず、グーグル翻訳やジェスチャー
で試してみる。パニックになると相手の外国人
の方も困ってしまうので決してパニックになら
ないように落ち着いて対処してください。英語
でのチャレンジもやってみてください。通じな
い時はもっと大きな声で話してみる。他の表現
を考えてみる。なにより失敗を恐れない。赤ち
ゃんが間違いを繰り返しながら学んでいくのと
一緒。恐れずチャレンジしましょう。

ALTの契約はあと1年ですがその後について
はまだ考えていません。もしかしたらあと2年
半ほどいることになるかもしれません。遠軽に
いる間はイベントなどに参加しながら、さらに
いろんなことを体験したいと思っています。


